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養殖マダイの尾鰭の形と細菌叢 

 
研究成果のポイント 

 

・養殖マダイの尾鰭は天然魚と比べると黒ずみ、辺縁部が欠けている個体（欠損個体）が多
く見られるが、その一方で尾鰭の形が綺麗に保たれている個体（正常個体）も存在する。 
 
・欠損個体の尾鰭には細菌感染の特徴が見られたことから、尾鰭末端の欠損は何らかの細菌
が関与すると予想された。 
 
・欠損個体と正常個体のそれぞれの尾鰭の細菌叢をハイスループットシークエンサーによ
るメタゲノム解析により属レベルで特定するとともに、16S rRNA 遺伝子クローンライブ
ラリ法で種の特定を試みた。 
 

・メタゲノム解析の結果、正常個体ではSulfitobacter 属細菌が有意に多く、欠損個体では
Vibrio 属細菌が多い傾向が見られた。また、16S rRNA遺伝子のクローンライブラリ解析
により、それれらの細菌はSulfitobacter sp.と Vibrio harveyi であると特定された。 
 

・飼育密度やストレス、噛み合いなどの影響により尾鰭に傷が生じ、そこへV. harveyi が
増殖し、治癒を遅らせている可能性が示唆された。また、Sulfitobacter sp.についてはプロ
バイオティック効果が期待できるかもしれない。 
 

  



研究成果の詳細 
（背景） 
マダイは「尾頭付き」で供されることに価値があるため、その姿形が経済的価値に結びつく。
天然個体は尾鰭の先端がピンと尖っており見栄えが良いが、養殖魚の尾鰭の先端は丸まっ
ており、このような形態的な違いを持って養殖魚と天然魚が区別される。しかしながら、養
殖魚の中にも尾鰭の先端が尖っている個体も見られる。養殖マダイの尾鰭の先端がどのよ
うな原因で丸まるのかを明らかにすることができれば、養殖マダイの尾鰭の形を改善する
研究に繋がり、最終的には養殖マダイの価値を天然マダイと同等以上に上げることができ
ると考えて本研究を開始した。 
 
（研究手法） 
尾鰭の先端が尖った個体（正常個体）と丸まった個体(欠損個体)を観察すると、欠損個体で
は尾鰭が黒ずんでおり鬱血しているように見えた（図 1）。そのため、何らかの細菌感染が
生じているのではないかと考え、以下の実験を行なった。 
 
1) ハイスループットシークエンサーを用いて 16S rRNA 遺伝子の部分領域を用いたメタ
ゲノム解析を行い、正常個体と欠損個体の尾鰭における細菌叢の違いを評価した。 
 
2) 上記 16S rRNA 遺伝子の部分領域を使ったメタゲノム解析では属レベルの同定しかで
きないため、16S rRNA 遺伝子の全長を用いたクローンライブラリ解析を行い、細菌種の
同定を行なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（研究成果） 
メタゲノム解析を行なったところ、細菌叢のα多様性を示す指標である Chao-1 と
Shannon 指数においては正常個体と欠損個体で有意な違いはみられなかった。各分類群の
出現頻度（相対値）を比較したところ、正常個体ではSulfitobacter 属細菌が有意に多かっ
た（p = 0.001）。一方、欠損個体ではVibrio 属細菌が多くみられる傾向にあったが、統計
的な有意差は認められなかった（p = 0.165）。 
 



次に、クローンライブラリ解析により細菌種の同定を試みたところ、Sulfitobacter 属につ
いては Sulfitobacter sp.、Vibrio 属については 7 種が認められたがその中でも Vibrio 
harveyi が特に多くみられた。 
 
（今後の展望） 
Vibrio harveyi は魚病細菌として知られている細菌である。本種は鰭を溶かすことも報告
されていることから、尾鰭の形に関与することが示唆された。しかし、Vibrio 属細菌は一部
の欠損個体で確認されなかったため、Vibrio harveyi の感染により尾鰭の欠損が必ず起こ
るわけではないことが明らかとなった。Sulfitobacter sp.は正常個体の尾鰭で有意に多く
確認されたが、同種が尾鰭の形にどのような影響を与えるのかは明らかとなっていない。
Sulfitobacter 属の中にはプロバイオティック効果を持つ種も存在することから、何らかの
有用な効果が期待できるかもしれない。 
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